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観光戦略の概要
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観光振興の必要性

国土交通省（観光庁） 観光立国推進基本計画（R5～R7）

観光振興によって、地域にもたらす効果
▶人手不足・雇用問題の解消
▶地域事業者の収益の向上
▶シビックプライドの向上

南魚沼市に住む人がこの先も住み続けたい
と思えるまちへ

＝ 地域の持続力の向上

少子高齢化で地域の人材は減る一方。

頼るべきは「外の金」と「外の人」。

地域外から人を呼び込む観光振興が地域の
成長戦略の柱であり、地域活性化の切り札
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現在の観光施策・計画

市産業振興ビジョン 平成30年10月策定

KPI
指標の名称 H29/2017 R2/2020 R5/2023 R8/2026
観光入込客数の維持
（万人/年）

目標 380 420 420 420
実績 379 191 (R4)278

外国人観光客宿泊数の増加
（万人/年）

目標
0.4

3 5 7
実績 0.6 (R4)0.4

市内各駅における平均乗車数の増加（人/日）
（石打・塩沢・六日町・浦佐で定期券除く）

目標 (H28)1,560 1,590 1,600 1,610
実績 1,545 584※1 (R4)902※2

市内IC出入口の平均交通量の増加（台/日）
（塩沢石打・六日町・大和）

目標
6,734 

6,850 6,950 7,050 
実績 5,242 (～R6.1)5,245

※1 石打無人化により、石打分含まず ※2 塩沢無人化により、塩沢分含まず

全項目でKPI未達成
新型コロナ感染症影響やDMO登録によって指標の再設定が必要

※南魚沼市産業振興ビジョン
平成30年10月に策定。農林水産業、観光、商業、工業の各産業分野が
それぞれの令和9年度までの10年間の統一的な方向性を示す。
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持続可能な観光地への課題

・ 「観光」に特化した観光戦略がない。

・コロナ禍を経て、観光客の旅行スタイルの多様化
とともに現行の観光施策とは合致しない。
・ビジョンがないため、観光関連事業者間で地域振興の

理想的な地域のイメージ共有ができていない。

産業振興ビジョンはあるものの・・・



～観光戦略の策定～
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戦略の必要性

【戦略が必要な具体例】

永禄3年 桶狭間の戦い

【概要】

織田信長軍と今川義元軍が
桶狭間で激突。 25,000人の
今川軍に対して3,000人の織
田軍。軍の数でも圧倒的不利
な中、誰もが織田軍が負けると
思っていたが・・・

①勝つための綿密な戦略を予め練り、

②相手の情報を収集し、

③手元にある資源に集中投資した

【勝利した理由】

桶狭間という少数の軍が動き
やすい有利な窪地（戦場）
で、今川本陣のある場所を突
き止め（相手の情報収集）、
3,000人の軍で一気に攻め立
てた（資源の集中投資）。

つまり

戦略とは、

限られた資源（人員、予算、地域コンテンツ）を

効率的に分配し、勝つために何をすべきかの指標

織田軍が勝利した理由は戦略家・織田信長の手腕にある。

結果、 織田軍勝利！
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観光戦略の必要性

人員：観光に携わる職員・スタッフ10,000人、観光客を受け入れる多数の若手事業者

予算：毎年100億円をかけて全世界へプロモーション

地域コンテンツ：有名アミューズメント施設、多数のミシュラン3つ星グルメetc…

有効な資源が豊富にあれば、戦略がなくとも数的有利な状況で戦える。

しかし、織田軍のように資源は限られているため、以下に絞って戦略を考える必要がある。

●誰に（顧客ターゲット）●どんな価値（顧客ベネフィット）を、提供するのか。そして、

◆誰が（人員）◆何に（地域資源）◆どのくらいのお金（予算）を投資するのか

× × ＝ 持続可能な地域

戦略が不要な例

資源が限られている以上、戦略を考えなくてはならない
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理想的な観光地経営

③観光戦略策定

④戦術（事業）展開

⑤管理・見直し

持続・発展し続ける南魚沼市

南魚沼市の観光について現状を把握

仮設の設定

目的を設定し、ゴールを明確化する

戦略策定による効率的に収益を最大化する地域経営

戦略をより具体化させた戦術（事業）展開

戦術（事業）の見直し・磨き上げ

①現状把握

②ゴールの明確化

動向調査・

データ収集

市場リサーチ・

分析
課題の抽出

KPIの設定 理想のビジョン 他との差別化 選ばれる観光地

役割の明確化 理想状態の共通認識 地域の独自資源 アクションプラン

マーケティング戦略 ターゲット 顧客のニーズ 差別化・独自性

PDCAサイクル コスト管理 効率・生産・DX化
事業の廃止・

推進の検討

【持続可能な観光地域となるための施策ビジョン】
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目標達成に向けた取り組み

ワークショップの開催

観光戦略の策定

戦略に沿った観光地経営

持続・発展し続ける

南魚沼市

南魚沼市内の観光事業者はどう考えているのか

▶観光施策に対する意見、観光資源の認識等を把握

アンケート結果をもとにワークショップを実施

▶市・観光協会・観光関連事業者等で観光戦略を検討

南魚沼市が観光地として売っていくものは何か、

それぞれの役割とは、観光戦略を策定

観光地経営戦略をもとにした持続的な観光地経営の推進

観光によって住民満足を持続・発展し、未来にわたって住み

続けたい、遊びに行きたいと思える地域へ。

観光客は南魚沼市に何を求めて来訪するのか

▶地域課題・ニーズといった現状の把握
来訪者アンケート

市内事業者アンケート

推進体制の構築 戦略策定のメンバーを中心に策定した戦略に沿って実行する

体制を作る

【R5】

【R7】

【R6】



～観光戦略策定への推進体制～
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観光地経営を地域全体で考える体制

図のように現状多様な関係者が断続的に連携しているが、継続的には連携できていない

地域一体となった観光振興

観光地経営の中心的な組織

南魚沼市観光協会
（地域DMO）

・観光地経営マネジメント
・関係者への合意形成
・地域プロモーション

商工観光課（行政）
・戦略の策定
・受け入れ体制づくり
・インフラ整備
・広域連携

密接に協力

飲食事業者
・「地域食」の提供

旅行事業者
・旅行商品の企画販売

宿泊事業者
・観光客の宿泊受入れ
・宿泊データの提供

交通事業者
・地域内の移動手段の提供

観光関連団体
・観光ガイド
・山岳救助隊
・自転車組合
・観光資源の研究、利活用
・各種イベントの実施

農林水産事業者
・特産品の付加価値向上
・ツアー、体験コンテンツの造成

商工会
・市内事業者間の連携
・市内イベントを通じた賑わい創出

金融機関
・資金融資

関係市町村連携
新潟県・県観光協会
友好都市・関係自治体

雪国観光圏・そのほか協議会等

情報共有・連携・相互交流

酒類製造事業者
・日本酒を中心とした特産品の
生産、販売

索道事業者
・スキー場を中心とした運営
・スキー場協議会

まちづくり推進機構
・各種イベントの実施
・起業創業支援
・市内雇用の充実化

クリエイター団体
・市内の映像制作
・メディア制作 等

観光施設管理者
・観光入込客数の提供
・各種イベントの実施
・観光客の受入れ

教育関連団体
国際大学・北里大学
愛・南魚沼みらい塾 等

市民
・観光施策に対する理解
・市の魅力発信

地区別観光協会
・連絡調整
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観光戦略策定に向けた推進体制（全体像）

①戦略策定委員会

②定例戦略ミーティング

③戦略運営準備会

戦略策定のスキーム

「③戦略運営準備会」で意見を抽出し、
「②定例戦略ミーティング」で検討。
「①戦略策定委員会」で内容を諮る。

地域の方向性・ゴールを共通認識とするには、人を集めて話し合うところから



戦略策定
戦略策定による効率的に収益を最大化する地域経営

戦略策定スケジュール（案）
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役割の明確化 理想状態の共通認識 地域の独自資源 アクションプラン

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

業者選定・契約

ワークショップの内容協議
●

ワークショップに向けた検討

（WS・委員会）メンバー検討

データ・資料の収集

定例戦略ミーティング

※毎月第3水曜日開催
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

戦略策定委員会

（7月・11月・1月）

① ② ③

戦略運営準備会

（7月・9月・12月）

① ② ③

パブリックコメント

戦略完成 ●

印刷物の納品 ●

令和6年度　スケジュール

　　　　　　　　　　　　月

　　実施項目

４月 ５月 6月 ７月 2月 3月 翌4月8月 9月 10月 11月 12月 1月

第1回運営準備会

1.観光戦略の必要性等

2.現状の共有

3.観光戦略検討の概要

4.意見交換

第2回運営準備会

○タグライン（案）の検討

第1回策定委員会

1.観光戦略の必要性等

2.現状共有

3.観光戦略検討の概要

第2回策定委員会

1.タグライン（案）の

承認

2.戦略（素案）の検討

第3回策定委員会

○戦略（案）の検討

第3回運営準備会

○戦略（素案）を踏ま

え、役割分担や施策、

事業への追加などの検

討

個別に

タグライン

（案）の検討


